
①有形固定資産減価償却率：
  事業の開始時期が平成13年で、現在のところ更新
が必要となる資産がなく、類似団体と比較すると低
くなっています。今後は、ストックマネジメント計
画を策定し計画的に更新工事を実施していきます。
②管路老朽化率、③管渠改善率：
　事業の開始時期が平成13年で、現在のところ更新
が必要となる管渠はありませんが、耐用年数（50
年）を考慮し、今後の更新計画を策定する必要があ
ります。

2. 老朽化の状況

全体総括

　今後、施設の老朽化や処理区域内人口の減少によ
り、経費回収率および施設利用率の低下が予想されます。そのた
め、令和11年度には、隣接する農業集落排水施設事業との統合を予
定しており、施設の更新や維持管理に係る経費の低減化を図ってい
くこととしています。
　また、限りある財源を効率的に投資するため、下水道が整備され
ていない山間部等（非人口密集地域）については、合併処理浄化槽
の整備を推進していきます。
　公営企業の技術職は、幅広い知識が必要となるため、育成に5～10
年ほどかかるが、採用のない期間にベテラン職員が退職してしまい
技術の継承が難しくなってきています。現状は、退職年齢の延長や
再雇用することで補っています。引き続き技術職の採用を強く要望
するとともに、育成に取り組みます。また高度な専門技術が必要な
処理場の運営や施設の更新については、ＰＰＰなど民間部門の活用
を検討していく。
  職員給与費の増加や物価高騰により維持管理費に係る経費回収率
が低下することが見込まれる。経営戦略に基づき計画的な投資を実
施し、資本費の平準化を図り業務の共同化等を費用対効果を検証し
ながら検討していきます。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
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2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率：
　使用料収入の伸び悩みにより、維持管理費や支払利息等の費用が賄えておらず、
一般会計からの繰入金で補填されている状況です。
②累積欠損金比率：
  スットクマネジメントに基づく計画的な更新を推進し、修繕費、資本費の平準化
を図ります。また省エネ機器の比較検討を行い費用対効果を検証しながら動力費を
削減するなど経費削減に努め、経費に充てる使用料収入は、水洗化率の向上によっ
て増収を図ります。
③流動比率：
　流動負債については、主に建設改良に充てられた企業債の元金償還等となってい
るものの、使用料収入で賄うことができていない状況であるため短期的な事業運転
に必要な資金が十分に確保できていない状況です。令和６年度に見直しを行った経
営戦略に基づき計画的な投資を実施し、資本費の平準化を図ります。使用料収入
は、水洗化の促進活動を計画的に行い、水洗化率向上によって増収を図ります。
④企業債残高対事業規模比率：
　広域化により農集との統合を予定しているため、施設整備に企業債を活用した投
資が増加しているものの、使用料収入の低迷により、一般会計からの繰入金で補填
されている状況となっているため、今後も企業債残高を注視しながら事業実施して
いく必要があります。
⑤経費回収率：
　スットクマネジメントに基づく計画的な更新を推進し、修繕費平準化を図りま
す。また業務の共同化や省エネ機器の比較検討を行い費用対効果を検証しながら経
費削減に努め、経費に充てる使用料収入は、水洗化の促進活動を計画的に行い、水
洗化率向上によって増収を図ります。
⑥汚水処理原価：
　令和5年度は、事業計画変更等による経費増の影響で、汚水処理費が増加したこ
とにより一時的に汚水処理原価が上昇していましたが、令和6年度は、類似団体と
比較して、原価は安くなっています。
⑦施設利用率：
　供用開始から10年以上が経過し、類似団体の水準を超えていますが、水洗化率が
69％と低いため、利用率も60％程度となっています。
⑧水洗化率：
　69％程度となっており、類似団体と比較すると低い状況となっていますので、引
き続き普及推進活動等が必要となります。
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【105.07】 【63.54】 【50.90】 【1,099.15】
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